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工
夫
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
屋

外
で
は
塀
な
ど
か
ら
離
れ
て
バ
ッ
グ
な

ど
で
頭
を
保
護
し
て
く
だ
さ
い
。

②
風
水
害

　

帯
広
市
は
、
大
き
な
川
に
囲
ま
れ
て

い
て
、
水
害
の
危
険
が
非
常
に
高
い
地

域
で
す
。

　

近
年
、
台
風
に
よ
る
被
害
が
頻
発
し

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
短
時
間
に
狭
い

範
囲
で
極
め
て
大
量
の
雨
が
降
る
「
ゲ

リ
ラ
豪
雨
」
に
よ
る
被
害
も
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

風
水
害
に
備
え
る
に
は
、
表
２
を
参

考
に
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

③
雪
害
・
暴
風
雪

　

帯
広
市
は
、
冬
の
最
低
気
温
が
低
く
、

進
ん
で
い
ま
す
か
？

災
害
へ
の
備
え

帯
広
市
の
防
災

帯
広
市
で
起
こ
り
う
る

自
然
災
害

　

災
害
は
、
気
候
や
地
形
な
ど
、
地
域

特
性
に
よ
っ
て
危
険
箇
所
や
被
害
想
定

が
異
な
り
ま
す
。
帯
広
市
の
地
域
特
性

に
応
じ
た
、
三
つ
の
自
然
災
害
の
特
徴

を
紹
介
し
ま
す
。

①
地
震

　

日
本
は
地
震
が
発
生
し
や
す
く
、
北

海
道
東
部
で
も
次
の
よ
う
な
巨
大
地
震

の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
海
溝
型
地
震

　

被
害
の
範
囲
が
広
く
、
巨
大
津
波
を

伴
う
こ
と
も
多
い
地
震
で
す
。

　

北
海
道
東
部
の
千
島
海
溝
で
も
、
過

去
に
地
震
が
繰
り
返
し
発
生
し
て
い
て
、

い
つ
地
震
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い

状
況
で
す
。
千
島
海
溝
で
地
震
が
発
生

し
た
場
合
、
帯
広
市
で
も
震
度
６
強
以

上
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◆
活
断
層
に
よ
る
地
震

　

内
陸
を
震
源
と
す
る
こ
と
も
多
く
、

大
き
な
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
る
範
囲
は
狭

い
な
が
ら
も
、
生
活
圏
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
す
危
険
が
あ
る
地
震
で
す
。

　

十
勝
・
帯
広
に
は
巨
大
な
活
断
層
帯

が
縦
断
し
て
い
て
、
帯
広
市
に
近
い
活

断
層
で
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
最
大

震
度
７
と
の
試
算
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
震
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

　

地
震
発
生
時
は
、
ま
ず
は
自
分
の
身

を
守
る
こ
と
を
心
掛
け
、
表
１
を
参
考

に
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
大
き
な
地
震
発
生
時
は
、

家
屋
の
倒
壊
や
家
具
の
転
倒
に
よ
る
圧

死
・
窒
息
死
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

　

災
害
の
発
生
に
備
え
て
、
家
具
を
壁

や
天
井
に
固
定
さ
せ
る
こ
と
や
、
倒
れ

る
こ
と
も
想
定
し
て
家
具
を
配
置
す
る

近
年
は
大
雪
に
よ
る
被
害
も
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
暴
風
雪
に
よ
る
停
電
や
屋
根

か
ら
の
落
雪
に
よ
る
事
故
な
ど
、
冬
な

ら
で
は
の
特
別
な
対
策
が
必
要
で
す
。

　

冬
の
防
災
に
関
し
て
は
、
広
報
お
び

ひ
ろ
１
月
号
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
重
要

　

大
災
害
時
に
は
水
道
、
電
気
、
ガ
ス

な
ど
が
止
ま
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

普
段
か
ら
非
常
食
や
飲
料
水
な
ど
を
備

蓄
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
面
倒
だ
か
ら
」「
必
要
だ
け
ど
、
ま

だ
い
い
や
」
と
思
わ
ず
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
、
非
常
持

ち
出
し
品
を
備
え
ま
し
ょ
う
。（
表
３
）

総
務
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
4
1
0
3
）

　
災
害
は
、
今
、
こ
の
瞬
間
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
慌
て
ず
冷
静
に
正
し
い
行

動
を
取
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
心
構
え
と
備
え
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

避難所マップや
災害発生時の具
体的な行動を掲
載（希望者には総
務課で配布）

表３  非常持ち出し品リスト

表２  風水害対策の心得

表１  地震発生時の行動ポイント

ブロック一つ当たりの
重さは10kg前後で
倒壊すると非常に
危険です

落下物に注意し、机
などの下へもぐる。

地震発生時   自分の身を守る

家族の安全を確認し、持ち出し
品を用意する。

地震発生直後   安否確認

なるべく隣近所の人と声をかけ
合い集団で行動する。

避難   地域の集合場所へ

空模様が不安定なときは、気象情報を注意深
く聞きましょう。

正確な気象情報を入手する

いつでも避難できるよう、非常持ち出し品（表
３）を準備しましょう。

非常持ち出し品を用意する

避難勧告などの情報が発令されたら、速やかに
避難行動を取りましょう。自分の避難所がどこ
なのか、日ごろから確認しておくことが大切です。

危険を感じたら速やかに避難する

「１次持ち出し品」とは、避難時にすぐに持ち出すべき、必要最小限の備え
で、被災時・非常時の最初の１日をしのぐための物品です。あらかじめリュッ
クサックに詰め、玄関などすぐに持ち出せる場所に置きましょう。

□ 懐中電灯　　□ 携帯ラジオ　　　　　　　　　　　　　□ 常備薬・持病薬など
□ 電池　　　　□ ペットボトル飲料（500ミリリットル×６本）　
□ 非常用食品
□ ろうそく・ライター
□ 万能ハサミ
□ 軍手・手袋
□ ロープ
□ ガムテープ
□ 毛抜き

□ レジャーシート
□ サバイバルブランケット
□ 簡易トイレ
□ タオル
□ ポリ袋
□ トイレットペーパー
□ ウェットティッシュ

□ 油性マジック
□ 筆記用具
□ 現金（10 円玉）
●下記は個々の事情によっ
て必要性が異なります
□ 貴重品類　□ 高齢者用品
□ 女性用品　□ 赤ちゃん用品

□ 消毒薬
□ 脱脂綿
□ ガーゼ
□ ばんそうこう
□ 包帯
□ 三角巾
□ マスク

１次
持ち出し品

帯広市の防災の取り組み

　毎年、市町内会連合会と連携し、市民向けに防
災意識の向上を目的として防災セミナーを開催し
ています。災害の専門家の話や、実際に大災害を
経験した人の体験談など、さまざまなテーマを設
けています。当日参加できます。
日時　７月 27 日（金）、14 時 30 分～16 時 30 分
場所　とかちプラザ（西４南 13）

身近な防災について
知りたい

防災セミナー

　真冬は氷点下 20 度を下回ることもあり、普段か
らの備えに加えて、雪や寒さを考えた防災対策が
必要です。冬季防災訓練では、
冬の災害を想定した救助訓練
や学校に宿泊して避難所生活
も体験します。

冬の対策はどうしたらいいの？

冬季防災訓練

帯広市では、市民の皆さんの防災に関する意識を高めてもらうため、さまざまな取り組み
を行っています。各取り組みの詳細や講座の申し込みは総務課へ。

　毎年１月に市民ホール（市庁舎１階）にて、日ご
ろから家庭で備えてほしい防災用品や、市で備蓄
している資機材、市の防災の取
り組みなどを紹介しています。
100 円ショップでそろう身近な
防災グッズも展示します。

何を備えればいいの？

防災グッズ展

　毎年、市町内会連合会と共催し、
住民参加型の訓練を実施していま
す。今年度は広陵連合町内会と共
催で行います。広陵連合町内会以
外からの参加希望者は、総務課へ申し込みください。
日時　８月 26 日（日）、９時～13 時
場所　明和小学校（西 19 南４）

防災訓練に参加したい

地域防災訓練

　町内会や団体などの依頼に応じて、市職員など
が訪問する出前講座を行って
います。講座では、地震や水
害への備えについての話や、
地域の特性に合わせた避難方
法などを説明します。

　ＰＴＡなどと連携し、小・中学校の児童・生徒と
その保護者を対象に、親子防
災講座を行っています。防災
に関するカードゲームや防災
キャンプなどを通して、楽しく
防災知識を身に付けます。

町内会など
みんなで防災を学びたい

防災出前講座

親子で防災を学びたい

親子防災講座

おびひろ
防災

ガイド

冬季開催
予定

随時
申し込み

随時
申し込み

参加者
募集中

参加者
募集中

今年度は
「地震」を

想定した
訓練です


